
近世文学史、近世漢詩文の伝記著作情報を独和で紹介する「詩史データベース」 

フィンク　ウィクトル　ヨーナタン

第 45 回国際日本文学研究集会、そしてドイツボーフム大学 2022 年度の東洋研究発表会
ですでに進捗報告をしてきた「詩史データベース」の初バーションを紹介します。『日本史
総合年表』『岩波講座日本文学史年表』 『日本美術史年表』『日本思想全史』など諸年表と
海外の主要研究文献を参考に、国書データベース等デジタル資料と繋げた書誌がデータベ 
ースの基礎となっています。近世文学史を海外に紹介 する目的として計画されたツールが
近世文学作品の規範的選集（カノン）をいかに反映すべきか、蒐集されたデータを利用者に
提供することによってどういった発展が期待できるかを考察します。  
政治史（広義では「出来事の歴史」）、美術史、思想史、文学史の同時可視化（シノプシス）

の史学教育における意義は従来指摘されてきました。教育的機能を超えて、先行研究をモザ
イクとして捉えることによって、海外の日本近世研究の調査興味の所在、研究成果の蓄積が
浮き彫りになります。なお、近世文学史の語り方にも目を向けて、最近出版された鈴木健一
氏『日本近世文学史』をドイツ、イギリスの 近世文学史を概観する文献と対照させながら、
いかに時代共通とされるテーマ（セオリー）と個々の作品（マテリアル）が織り交ぜられ歴
史とされたかという問題をとりあげます。

参考文献 （年代順） 
・久保田淳 ほか 編集 『岩波講座日本文学史 18 別巻 年表』 岩波書店 1997
・Shirane, Haruo (Hrsg.), Early Modern Japanese Literature: An Anthology, 1600–1900. New 

York, Columbia University Press, 2002
・辻惟雄ほか編 『日本美術史年表』美術出版社 2002
・Keller, Andreas. Frühe Neuzeit - Das rhetorische Zeitalter. Akademie-Verlag 2008 [近世
レトリックの時代]
・Loewenstein, David & Mueller, Janel (ed.). The Cambridge History of Early Modern
English Literature. Cambridge University Press, 2008.

・清水正之『日本思想全史』筑摩書房 2014
・Richard Bowring, In Search of the Way. Thought and Religion in Early-Modern Japan,

1582-1860. Oxford, Oxford University Press, 2016
・加藤友康 ほか 編 『日本史総合年表』(第 3版) 吉川弘文館 2019
・鈴木健一『日本近世文学史』三弥井書店 2023
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